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新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

『対話と寄り添い』 〜 心置きなく 〜 

 

2024年 10月 17日 平田尚子先生夫妻の企画で、韓国ソウルのミョンジ(Myongji)大学での『日韓

中のセミナー』での講演『がん哲学 と がん哲学外来 〜 真の国際人 〜』に Wifeと赴いた。 写

真が送られて来た(画像)。 大いに感激した。  新渡戸稲造(1862−1933）の『太平洋の橋たらん』

にならい『日本海の橋たらん』の到来であろう！ 著書『われ 21世紀の新渡戸とならん』(2003年

発行)(画像)が、鮮明に思い出された。 

 

10月 23日は、上福岡メディカルカフェでの講演『病むこと、老いること 対話と寄り添い』(ふじ

み野市の上福岡教会)に参上した(画像)。【がん哲学外来は、『病気であっても、病人ではない』

その人らしい生き方の探求をモットーに一般社団法人がん哲学外来の活動で、がんの患者さんのみ

ならず、人々が互いに助け合い、励まし合いながら前に進もうとする働きです。 今回開設 2年を

迎える記念として、提唱者の樋野興夫先生より講演していただきます。 講演の後、懇談の時間も

あります。】と紹介されていた。 大変有意義な充実した時であった。 

 

その後、筆者が新渡戸稲造記念センター長を務める新渡戸記念中野総合病院での『第 542回内科

CPC（Clinico-Pathological Conference）』に赴いた。 CPCは臨床-病理検討会で、臨床医と病理

医が集まり、症例検討を行う会である。 筆者にとっては、CPCは癌研時代から病理医の原点であ

る。 筆者は、医学部を卒業(1979年)し医師になり、癌研究会癌研究所の病理部に入った。 そこ

で、病理学者であり、当時の癌研究所所長であった菅野晴夫先生（1925-2016）との出会いに繋が

った。【『広々とした病理学』とは、『病理学には限りがないことをよく知っていて、新しいこと

にも自分の知らないことにも謙虚で、常に前に向かって努力しているイメージ』】  

 

10月 23日は、『柏がん哲学外来』(柏地域医療連携センター)である(画像)。 

【がんの悩みを病院の外で心置きなく話がしたい。 『がん哲学外来』は、がん患者、経験者、ご

家族の為の対話の場です。 『がん哲学外来』を提唱された樋野興夫先生と ゆっくり語り合ってみ

ませんか？】と紹介されている。  



 



 


